




　「ふくしま道づくりプラン」は、本県における今後の道路行政の在り方や方向性

を示す長期計画として、平成22年度に初めて策定いたしました。その直後に発生し

た東日本大震災及び東京電力第一原子力発電所の事故を踏まえ、平成24年度に「復

興計画対応版」として改定し、県土の復旧・復興を支える道づくりを着実に進めて

まいりました。

　この間、東北中央自動車道や常磐自動車道などの基幹的な道路や、国道114号や

原町川俣線などのふくしま復興再生道路、県全体の復興に不可欠な浜通りと中通

り・会津地方を結ぶ東西連携道路の整備が進む一方、復興の進展に伴い新たに生じ

ている課題や、人口減少・少子高齢化による地域経済の活力の低下、地球温暖化や

大規模地震による自然災害リスクの高まりなどが懸念されております。

　そこで、これらの社会情勢の変化に的確に対応しながら、県土の将来像を見据え、

被災地域の更なる復興や県民の安全な暮らし、特色ある県内各地域の連携・交流の

強化など、復興と地方創生の基盤となる道づくりを目指し、新しい「ふくしま道づ

くりプラン」を策定いたしました。

　本プランでは、令和４年度から12年度までの９年間を計画期間とし、基本目標で

ある「安全・安心な、活力ある未来へつなぐ道づくり」の実現に向け、８つの施策

のもと53の具体の取組を展開することとしております。

　今後は、本プランに基づき、災害に強い信頼性の高い道路ネットワークの構築や、

日常生活を支える生活道路や歩行空間の整備に取り組むとともに、安全確保を第一

に適切な維持管理に努め、県民の皆さんとともに道づくりを進めてまいりますので、

今後とも御支援、御協力を賜りますようお願いいたします。

　令和４年３月

福島県土木部長　猪股　慶藏
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